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「ナビゲーション指向検索タスク２」（Navi-2）は，Webサーチエンジンの使い方の中でも「ある事物の代表的
ページをピンポイントで探したい」という用途に適した検索技術を評価する手法を確立し，再利用可能なテストコ
レクションを構築するためのプロジェクトである。

背景と目的背景と目的

状況設定状況設定
通常の情報検索では「何々について調べたい」という使い方をすることが多いが，Web検索ではその他に「何々のページを見たい」ということも多い。

NIIのトップページを見たい
「3分クッキング」のレシピを見たい
東京ベイヒルトンホテルのおせち料理をオンライン予約したい
Sun Fire V240にPC用のメモリを増設できるかバスの仕様を調べたい
「神保町の何とか言う和菓子屋で最中を買ってきて」と言われたので店を確認したい

検索結果としては，そのものズバリでなくとも，リンクをたどれば目的のページが簡単に見つかるような関連ページでも検索要求を満たせるが，誰が
公開しているか分からないようなページは話題的に強い関連があっても検索意図には適さない。

NaviNavi--22のねらいのねらい
Web検索では，多様なカテゴリー，ジャンル，スタイルのWebページを一括して扱う必要があるため，文書モデルを適切に定めることが難しい。そこ
でNavi-2では，各種の検索技術について，様々なWebページに対する平均としての性能を評価するだけでなく，Webページの特徴と各検索技術の
有効性との関連を明らかにし，それによってさらなる検索技術の高度化に資することを目標としている。

検索システム評価結果（検索システム評価結果（NaviNavi--11））

20042004年「ナビゲーション指向検索タスク年「ナビゲーション指向検索タスク11」（」（NaviNavi--11）の結果）の結果
コンテントベース検索手法コンテントベース検索手法 あまりよい結果を出していない。ページ内テキストの話題

適合性に基づいてランキングを行う本手法が，既知事項検索には適していないこと
を示す。
リンクベース検索手法リンクベース検索手法 コンテントベースによる検索結果から出発して，順リンク，逆
リンクを用いて検索結果の拡張とランキングを行う手法。順リンクによる拡張は話題
適合ページが共通に参照しているページを発見して上位に押し上げ，逆リンクによ
る拡張は話題適合ページが多数集まっているページ群のエントリーページを発見し
て上位に押し上げる効果を持つと考えられる。なお，リンクベースとして有名な
PageRankやHITSアルゴリズムは今回は試していないが，Navi-1の結果では効果
が見られない。これは，Webデータのサイズが十分でないことが理由の一つとして
考えられるが，逆に本提案手法は小規模のWebデータでも十分効果があるというこ
とが言える。
アンカーテキストベース検索手法アンカーテキストベース検索手法 トップページ検索に有効であるといわれているが，
それを確認することができた。
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課題，検索手法とウェブ文書のタイプの関係（Navi-1)

検索課題検索課題
2,3フレーズの検索語で表現され

る検索課題より1フレーズで表現さ
れる課題の方が全てのシステムに
とって簡単。（1フレーズで表現でき
るものは「企業・組織」のカテゴリが
多い）。
カテゴリでは「企業・組織」（右図

中B）が簡単で，「製品・サービス」
（右図中A）が難しい課題といえる。
検索事項が「企業・組織」の場合，
検索語が直接的にその代表的Web
ページへと導く可能性が高く，更に
このカテゴリは大抵Webサイトのトッ
プページである。一方，「製品・サー
ビス」の場合，正解ページがURLの
深い階層に存在することが多い。

検索手法と検索手法とWebWebページのタイプページのタイプ

多くのシステムが上位に正解ページを返したのは
比較的シンプルでインリンク数が少なく，検索語が
TITLE要素とMETAタグ内に含まれるページであっ
た。
正解Webページがフレーム構造や，FLASHのペー
ジであり，インリンク数が多い場合，アンカーテキスト
ベース検索手法が有効である。一方，フレーム構造
でインリンク数が少ないページは殆どのシステムが
正解Webページを見つけられなかった。

NaviNavi--22でで
Navi-1ではカテゴリによっては課題数が十分でな
かったため，一般的な傾向を見ることしか出来なかっ
た。NTCIR-5 Webテストコレクションでは課題分析
を目的とし，様々なタイプの課題を約1000課題作成
した。
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NTCIR5NTCIR5--WEBWEB：テストコレクションの拡張：テストコレクションの拡張

大規模大規模WEBWEBデータデータ （テラバイトデータ）（テラバイトデータ）

課題集合を増やす（課題集合を増やす（10001000課題以上）課題以上）

文書データ：文書データ： NW1000GNW1000G--0404

••収集対象：日本の収集対象：日本のWebWebページの大半，ページの大半，””.jp.jp”” ドメインを中心ドメインを中心
にに .jp .jp ドメイン外も含むドメイン外も含む
••収集機関：収集機関：20042004年年11月～月～20052005年年11月月
••データ：約データ：約1.5TB1.5TBのテキストデータのテキストデータ
••サイト数：約サイト数：約4040万サイト万サイト
••ページ数：約ページ数：約96009600万ページ万ページ
••収集ページ間のリンク数：約収集ページ間のリンク数：約99億億30003000万リンク万リンク

WebWebページの収集は早稲田大学・山名研究室との共同研究ページの収集は早稲田大学・山名研究室との共同研究
の一環として行われ，早稲田大・の一環として行われ，早稲田大・NIINIIを含む国内数拠点での並を含む国内数拠点での並

行収集を行った。行収集を行った。

NW100G-01
(NTCIR3/4-WEB)

100GB
.jp, 2001

NW1000G-04
(NTCIR5-WEB)

1.5TB
.jp and others, 2004-2005

GOV2
(TREC Terabyte)

426GB
.gov, 2004

検索課題作成方法：検索課題作成方法：

課題作成者に，趣味，勉学，仕事，日常生活などに関連したできるだけ自然な検索対
象事項を想起し，それに対し「代表的Webページ」をイメージして書き出してもらい，そ
の中から既知事項検索に該当するものを選択する。
検索事項は，1～3フレーズのサーチエンジンに入力すると想定される検索語で表現さ
れ，「製品・サービス」，「個人」，「名所・旧跡」，「イベント」，「オンラインショップ」など9
つのカテゴリに分類される。
例：
「愛・地球博」（イベント）→「愛・地球博の公式ページ」
「トヨタ，セルシオ」（製品）→「TOYOTAセルシオのトップページ」
「中田英寿」（個人）→「中田英寿の公式ホームページ」
「楽天市場」（オンショップ）→「楽天のトップページ」

検索課題：検索課題： 44セットの課題セットの課題

（1）大学生・大学院生のアルバイト17人が作成した必
須400課題
（2）Navi-1で配布された300課題
（3）（1）のうち比較的複雑な課題をオーガナイザが1又
は2フレーズでシンプルに表現した40課題
（4）同じカテゴリー内で約20件ずつオーガナイザが意
図的に作成したシリーズ物500課題

※（1）は必須課題，（2）-（4）はオプション課題で直接評価に
影響しないが，テストコレクションのさらなる強化，分析をは
かる研究目的のために参加者に協力を呼びかけている

大規模テストコレクション参加者
（８チーム）

検索実
行結果

判定者
（課題作成者）

適合判
定結果

検索手法と評価検索手法と評価

想定される検索想定される検索・ランキング・ランキング手法手法

コンテントベース：個別のWebページの内容による検
索方法。ページ内の文書構造を利用する方法も含む。
ページグループ：リンクで結合された論理的なページグ
ループを仮想ページとして利用する手法。
アンカーテキスト：他のWebページからのリンクの参照
テキストによる検索方法。
リンクベース：Webページの順リンク・逆リンクによる重
み付けを行い，ランキングスコアを計算する手法。

URLベース：WebページのURLアドレスの特性に基づ
いたランキングスコアを計算する手法。

評価指標：評価指標：

適合（検索事項に対する代表ページ）・部分適合（代表ページを代替しうるペー
ジ）・非適合（検索事項の代表ページに該当しない）の3段階で判定した結果をもと
に，主にMRR（Mean Reciprocal Rank），DCG（Discounted Cumulative Gain）と
いった評価指標を用い，重複文書や密にリンクされた文書についても考慮して評
価を行う予定。

MRR：各課題に対する実行結果リストにおける初出の正解Webページのランク
の逆数を，全検索課題にわたって平均した値。 正解ウェブページを上位に返すシ
ステムが特に有利となる。

DCG：正解Webページのランクのみでなく，そのページの適合度までを考慮した
評価指標。
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今後の予定今後の予定

2005年6月： 検索結果の提出
2005年8月： 適合判定とシステム評価結果の返却
2005年12月： 成果報告会
2006年： テストコレクションの公開


